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松永民秀,綾辺和人,山本郁男 (北陸大 ･薬 ･
衛生化学)
我々は､3-OH-p-ionone(第2級アルコー
ル)の3-oXo-β-ionone(ケトン体)への酸化
にNADあるいはNADPを補酎素とするミクロ
ソーム局在性の脱水素酵素 (Microsomal
AlcoholDehydrogenase,MALDH)が関与す
ることを兄い出した｡そこで､雄二ホンザル肝
ミクロソームより本反応を触媒する酵素の絹製
を行った｡肝ミクロソームをコール酸ナトリウ
ムで可溶化後､u-AminooctylSepharose4B､
DEAE-5PW,Hydroxylapatite､Red
SepharoseCL-6B､BlueSepharoseCL-6B
の各カラムクロマ トにより分離した｡そのうち
最も活性の高かった分画はSDSIPAGE上ほぼ
単一なバンドとして得られ､主要バンドの分子
畠は23.5 kDaであった｡また､捕兜が索のケ
トン体生成活性は55.7nmol/min/mgprotein
であり､ミクロソームの約6倍高い活性を有し
ていた｡しかし,安定化剤としてグリセロール
及びジチオスレイ トー ルを用いたが,精製の初
期段階において活性の顕著な低下が認められた
ことから､本酵素は非常に不安定であると推定
された｡N-末端アミノ酸配列及び本酵素の本
来の機能の解明を企図している｡なお,本絹製
酵素は補酵素としてNADのみを要求すること
から､本化合物の脱水素反応による酸化的代謝
においては補酵素要求性の異なる複数の酵素の
寄与が示唆された｡
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